
謹

賀

新

年

　

社
日
立
労
働
基
準
協
会

　
　
　
　

運
営
委
員
会
一
同　

平
成
15
年
度

　

安
全
衛
生
研
修
会
を
開
催　

　

年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
立
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

署
長　

毛
塚　

利
光

平成１６年１月７日　(２)(９)　平成１６年１月７日　

参
加
企
業
紹
介

㈱
赤
羽
根

日
立
設
備
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

㈱
ユ
ー
メ
ッ
ク

日
鉱
金
属
㈱
日
立
工
場

東
日
本
ダ
イ
ケ
ン
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱

㈱
ミ
ナ
カ
ワ

日
立
鉱
油
㈱

ニ
ッ
ソ
ー
樹
脂
㈱

㈱
中
村
自
工
深
川
製
作
所

日
立
協
和
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

日
立
電
線
Ｍ
Ｅ
Ｃ
テ
ッ
ク
㈱

㈱
武
蔵
野
化
学
研
究
所
磯
原
工
場

㈱
ア
ン
テ
ッ
ク
ス
高
萩
工
場

冨
士
電
子
工
業
㈱

㈱
新
和
製
作
所

Ａ
Ｅ
機
器
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

ユ
ニ
マ
テ
ッ
ク
㈱

日
立
市
指
定
管
工
事
協
同
組
合

ム
サ
シ
ノ
ガ
イ
ギ
ー
㈱

㈱
日
立
製
作
所
日
立
研
究
所

日
立
電
線
㈱
高
砂
工
場

㈱
明
治
商
会
日
立
支
店

　

日
立
工
業
所

㈱
日
立
茨
城
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス

㈱
大
友
製
作
所
高
萩
工
場

㈱
日
昌
製
作
所

㈱
ボ
ン
ベ
ル
タ
伊
勢
甚
日
立
店

日
立
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
㈱

日
立
セ
メ
ン
ト
㈱

㈱
日
立
製
作
所
日
立
事
業
所

㈱
日
立
製
作
所
情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
事
業
部

㈱
日
立
製
作
所
電
機
シ
ス
テ
ム
事
業
部

日
立
電
線
㈱
電
線
工
場

日
立
電
線
㈱
日
高
工
場

日
立
化
成
工
業
㈱
山
崎
事
業
所

日
立
ホ
ー
ム
＆
ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　
　

平
成
15
年　

安
全
衛
生
関
係
各
種
表
彰
受
賞
者
紹
介

　

去
る
11
月
21
日(

金)

に
工
場
見
学
や
特
別

講
演
を
盛
り
込
ん
だ
、
安
全
衛
生
担
当
者
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
研
修
会
の
あ
り
方
等
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
会
員
に
対
し
事
前

に
行
い
、
各
意
見
の
中
か
ら
最
も
希
望
の
多

か
っ
た
内
容
を
基
に
、
運
営
委
員
会
に
て
検

討
の
上
開
催
し
た
も
の
で
、
、
参
加
者
数
も

44
名
に
の
ぼ
り
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　

従
来
は
、
安
全
衛
生
優
良
事
業
場
の
見
学

会
が
主
体
で
、
県
内
及
び
近
県
中
心
に
一
日

が
か
り
の
研
修
で
し
た
が
、
今
回
は
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
に
よ
り
最
も
希
望
の
多
か
っ
た
半

日
研
修
と
し
て
計
画
し
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
に
、
安
全
衛
生
関
係
及
び
無
災
害
記
録
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
企
業
並

び
に
個
人
の
方
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

(

日
立
地
区
安
全
衛
生
大
会
時
の
表
彰
は
省
略
し
ま
す)

一
．
業
種
別
無
災
害
記
録
証　

(

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
授
与)

　
　

・
日
立
電
線
㈱
電
線
工
場(

第
三
種)

 

八
四
〇
万
時
間　

15
．
1
．
27

　
　

・
㈱
日
立
製
作
所
情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
事
業
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

第
二
種)

 

一
，
〇
五
〇
万
時
間　

15
．
6
．
10

　
　

・
日
立
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
十
王
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

第
二
種)

 

一
，
〇
五
〇
万
時
間　

15
．
10
．
8

二
．
建
設
業
無
災
害
記
録
証　

(

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
授
与)

　
　

・
鹿
島
・
奥
村
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　

(

日
立
総
合
病
院
が
ん
セ
ン
タ
ー
棟
建
設
工
事)

　

15
．
6
．
10

　
　

・
鹿
島
建
設
㈱
茨
城
営
業
所

　
　

((

仮
称)

上
の
内
住
宅
地
造
成
工
事)

　

15･

6
．
10

　
　

・
株
木
・
岡
部
・
藤
和
・
日
立
土
木
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　

(

工
第
繕
３
２
７
号
駒
王
中
学
校
校
舎
改
築
事
業
建
築
主
体
工
事)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
．
6
．
10

三
．
安
全
緑
十
字
証　

(

茨
城
労
働
局
長
授
与)

　
　

・
㈱
武
蔵
野
化
学
研
究
所
磯
原
工
場(

９
４
０
日)

　

15
．
1
．
27

四
．
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会
表
彰　

(

中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
長
表
彰)

　
　

・
緑
十
字
賞(

産
業
安
全
・
労
働
衛
生
関
係)　

15
．
10
．
29

　
　
　
　

本
間　

実
氏　

五
．
茨
城
県
産
業
安
全
衛
生
大
会
表
彰　

15
．
10
．
3

　

(

一)

茨
城
労
働
局
長
表
彰

　
　

・
優
良
賞　

㈱
武
蔵
野
化
学
研
究
所
磯
原
工
場

　

(

二)(

社)

茨
城
労
働
基
準
協
会
連
合
会
長
表
彰

　
　

・
事
業
場
賞　

㈱
大
友
製
作
所
高
萩
工
場

　
　

・
功
績
賞　

青
山　

和
生
氏　

日
立
セ
メ
ン
ト
㈱

　

(

三)

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
茨
城
県
支
部
長
表
彰

　
　

・
事
業
場
賞　

安
達
建
設
㈱

　

(

四)

陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
茨
城
県
支
部
長
表
彰

　
　

・
事
業
場
賞　

(

有)

大
甕
運
輸

　

(

五)

港
湾
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
東
京
総
支
部
日
立
支
部
長
表
彰

　
　

・
事
業
場
賞　

日
立
港
木
材
倉
庫
㈱

六
．
中
小
企
業
無
災
害
記
録
証　

(

中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
長
授
与)

　
　

・
金
賞(

第
五
種)

２
，
４
０
０
日　

15
．
1
．
1

　
　
　
　

㈱
中
村
自
工
深
川
製
作
所　

　
　

・
銅
賞(

第
三
種)

１
，
５
０
０
日　
　

15
．
11
．
1

　
　
　
　

モ
リ
マ
ー
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
㈱
中
郷
工
場　

 講 習 会 名 開催日 申込締切日 実 技 会 場 
玉掛 2/5～7 1/22 ㈱日立製作所 日立事業所 
ガス溶接 2/13～14 1/30        〃 

 
 
 
 

技 能

講 習 
有機溶剤作業主任者 2/18～19 2/4   

特 別

教 育 研削といし 2/27～28 2/13 (社)日立労働基準協会 

講 習

会 職長教育 3/5～6 2/20  

 

２
月
～
３
月
講
習
会
・教
育
計
画※ 学科の会場は全種目 (社)日立労働基準協会教室 です。

(資)

　

役
所
の
年
は
、
四
月
一
日
に
始
ま
る
。
そ
の
前

に
次
年
度
の
年
間
計
画
を
立
て
る
。
何
を
優
先
す

る
か
、
方
法
は
あ
る
か
等
を
検
討
す
る
こ
と
と
な

る
。
日
本
人
は
、
一
年
の
計
に
つ
い
て
、
正
月
に

決
心
し
、
心
を
入
れ
換
え
て
、
行
動
す
る
こ
と
と

す
る
。
前
一
年
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え

ず
、
一
旦
断
絶
し
、
除
夜
の
鐘
と
共
に
御
破
算
と

す
る
こ
と
で
、
次
の
年
を
迎
え
る
こ
と
を
、
慣
い

と
し
て
き
た
。
こ
の
慣
い
は
な
か
な
か
良
い
慣
い

で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
様
は
ど
う

評
価
し
て
い
ま
す
か
。

　

平
成
一
六
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

日
立
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
平
成
一
五
年
労

働
者
死
亡
災
害
０
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

労
働
災
害
は
、
長
期
的
に
は
前
年
を
下
廻
る
災

害
件
数
を
更
新
し
て
き
て
お
り
ま
し
た
が
、
死
亡

災
害
０
の
一
年
間
は
、
初
め
て
の
経
験
に
な
り
ま

す
。
災
害
の
減
少
は
あ
る
も
、
こ
こ
数
年
二
人
か

ら
六
人
程
の
死
亡
災
害
が
あ
り
、
０
人
と
な
っ
た

の
は
、
特
筆
す
べ
き
慶
事
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
会
員
事
業
場
、
各
事
業
場
で

の
災
害
発
生
０
を
目
指
す
、
日
頃
の
安
全
衛
生
活

動
の
成
果
で
あ
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

災
害
に
つ
い
て
は
、
確
実
な
減
少
を
歩
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
今
の
不
況
を
反
映
し
て
の
、

企
業
倒
産
や
廃
止
に
伴
な
う
、
賃
金
未
払
い
、
解

雇
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
か
ら
の
相
談

や
、
解
決
を
求
め
る
申
告
は
、
高
水
準
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
大
ま
か
な
割
合
と
し
て
は
、
賃
金
・

退
職
金
等
の
未
払
い
の
相
談
が
四
〇
％
、
解
雇
・

退
職
等
に
係
わ
る
相
談
が
二
五
％
、
年
休
や
一
般

(　)

労
働
条
件
に
係
る
相
談
が
一
〇
％
と
、
ど
の
内
容

に
つ
い
て
も
、
労
働
者
の
生
活
に
直
接
係
る
金
銭

に
結
び
つ
く
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
況
を
反
映
し
て
の
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

や
過
長
な
労
働
時
間
に
つ
い
て
も
相
談
が
あ
り
、

具
体
的
な
救
済
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
労
働
災
害
に
つ
い
て
は
、
減
少
し
て
い
る
と

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
企
業
再
構
築
を
す
る
た
め

の
人
員
整
理
等
の
結
果
、
必
要
な
部
署
に
必
要
な

人
員
の
配
置
が
で
き
ず
、
特
定
の
者
に
業
務
が
集

中
す
る
こ
と
に
よ
る
長
時
間
労
働
が
あ
り
、
そ
の

結
果
当
該
労
働
者
の
健
康
を
害
す
る
等
の
問
題
も

全
国
的
に
は
多
数
発
生
し
て
お
り
、
当
署
に
お
い

て
も
、
例
外
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
災
害

防
止
活
動
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
の
長
時
間
労
働

に
よ
る
健
康
障
害
に
つ
い
て
も
、
配
慮
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
二
月
に
発
表
さ
れ
た
日
銀
短
観
に
よ
れ
ば
、

平
成
一
六
年
は
、
経
済
成
長
が
見
込
ま
れ
る
と
あ

り
ま
し
た
。
特
に
製
造
業
に
関
し
て
は
、
企
業
に

よ
っ
て
は
、
人
手
不
足
感
も
あ
る
と
の
内
容
で
し

た
。
こ
の
内
容
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

り
ま
す
が
、
管
内
の
労
働
者
死
傷
病
報
告
届
出
件

数
に
つ
い
て
、
災
害
全
体
が
減
少
す
る
中
、
製
造

業
に
つ
い
て
は
増
加
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
災
害

発
生
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
本
来
喜
ば
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
立
は
製
造
業
の
町
で
す
。

本
年
は
是
非
と
も
景
気
が
回
復
し
、
企
業
全
体
の

景
気
回
復
を
願
う
次
第
で
す
。

　

今
年
は
猿
年
、
失
な
わ
れ
た
経
済
の
一
〇
年
を

取
り
戻
し
、
元
気
を
回
復
し
、
不
景
気
が
去
り
災

害
が
去
る
歳
に
な
る
こ
と
を
、
そ
し
て
会
員
の
皆

様
が
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る
年
と
な
る
こ
と
を
祈

念
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

内
訳
と
し
て
は
、
日
立
労
基
署
管
内
の
近
場
の
工

場
見
学
に
１
．
５
時
間
、
労
働
行
政
の
説
明
、
特

別
講
演
及
び
質
疑
応
答
に
２
時
間
、
担
当
者
交
流

会(

懇
親
会)

に
１
時
間
、
移
動
・
休
憩
に
０
．
５

時
間
の
合
計
５
時
間
で
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
内
容
と
し
て
は
、
午
後
１
時
半
か
ら
㈱

日
立
製
作
所
日
立
事
業
所
の
工
場
見
学
、
研
修
会

場
の
初
崎
保
険
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
後
、
３
時
40
分

よ
り
日
立
労
働
基
準
監
督
署
第
３
方
面
主
任
監
督

官
の
山
口
俊
宏
氏
に
よ
る｢

第
10
次
労
働
災
害
防
止

5
ヶ
年
計
画｣

の
説
明
、
続
い
て
午
後
4
時
か
ら
特

別
講
演
に
移
り
、
レ
イ
バ
ー
テ
ク
ノ
研
究
所
長
の

山
田
信
氏
か
ら｢

相
次
ぐ
企
業
の
重
大
災
害
か
ら
の

教
訓｣

と
題
し
た
講
演
と
質
疑
応
答
を
行
い
、
最
後

に
交
流
会(

懇
親
会)

と
た
い
へ
ん
中
味
の
濃
い
研

修
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

行
事
後
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
で
は
、

一

開
催
日
・
時
間
等
に
つ
い
て

　

・
時
期
的
に
も
、
週
末
も
、
時
間
配
分
も
良
か

　
　

っ
た
。

　

・
研
修
会
は
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
で
半
日
位
が
集
中

　
　

で
き
て
良
い
。

二

第
一
部
工
場
見
学
に
つ
い
て

　

・
先
進
工
場
の
安
全
対
策
等
を
直
接
見
る
こ
と

　
　

が
出
来
て
た
い
へ
ん
参
考
に
な
っ
た
。

　

・
見
学
会
は
今
後
も
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。

三

第
二
部
担
当
者
研
修
に
つ
い
て

　

・
講
師
の
体
験
を
織
り
込
ん
だ
お
話
で
、
と
て

　
　

も
学
ぶ
こ
と
の
多
い
講
演
だ
っ
た
。
今
後
も

　
　

継
続
し
て
ほ
し
い
。

四

第
三
部
交
流
会
に
つ
い
て

　

・
様
々
な
職
種
の
人
の
話
し
や
意
見
の
交
換
も

　
　

出
来
て
非
常
に
満
足
し
て
い
る
。
参
加
者
用

　
　

の
胸
章
が
あ
れ
ば
更
に
良
か
っ
た
と
思
う
。

な
ど
今
後
も
是
非
継
続
し
て
ほ
し
い
゛
と
の
意
見

が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
研
修
会
は
成
功
裡
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

な
お
参
加
企
業
は
次
の
通
り
で
す
。




